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 セキショウモ Vallisneria asiatica Miki の発芽特性 

【水環境対策チーム】 
 

前田晃宏、森 明寛 1) 
 

要旨 
近年、全国各地で絶滅の恐れが指摘されているセキショウモ Vallisneria asiatica Miki の保全に向けて、種子

の発芽特性の解明を試みた。段階温度法による発芽試験の結果から、生産直後の種子は一次休眠状態にあるこ

とが推測された。また、1 ヶ月低温（4℃）に暴露することで休眠を解除することができ、その後、18℃以上に

晒されることで約 7 割以上の発芽率で発芽できることが明らかとなった。 
 

1 はじめに 

全国の湖沼では生物多様性の損失が進んでおり、

特に生態系の重要な構成要素となる水生植物の多様

性は大きく減少していることが指摘されている(1)。鳥

取県湯梨浜町に位置する東郷池でも、同様に水生植

物の多様性が減少していることが明らかとなった(1)。

中でもセキショウモ Vallisneria asiatica Miki は、1967 
年の生育確認(2) を最後に、約半世紀の間、生育記録(3) 

が無かったが、近年、沿岸域での小群落の確認や土壌

シードバンクからの再生が報告(4) (5)されている。 
セキショウモはトチカガミ科に属する多年生の沈

水植物で、近年、各地の水域で絶滅の恐れが危惧され

ており、多くの都道府県で絶滅危惧種に指定されて

いる(6)。また、その送粉方法は特殊で、雄花が水面を

漂い、水面上で雌花の柱頭に付着し受粉する雄性花

水面媒を行う。この雄性花水面媒は、セキショウモ

属、ウミショウブ属などの 16 種程度しか見られない

特殊な送粉方法(7)であり、そういった意味でも本種の

保全は重要な意義があると考えられる。 
東郷池では、近年、地域住民が主体となって本種の

保全活動が取り組まれている。この保全活動では、東

郷池の沿岸域や池と直結する周辺ビオトープにおい

て、土壌シードバンクからの再生株を用いて試験移

植が行われている(5)。しかし、継続的に移植する上で、

毎回土壌シードバンクから再生させることは非効率

であることや底泥を採取することでセキショウモの

生育地及びその周辺環境を撹乱する恐れがある。そ

のため、湖内で生育しているセキショウモが生産す

る種子を直接発芽させて移植する手法を検討してい

るが、本種の発芽特性は詳しくわかっていない。そこ

で、本研究では東郷池で採取されたセキショウモの

種子を用いて、段階温度法及び一定温度による発芽

試験によって発芽条件の検討を行った。 

2 方法 

2.1 種子の採取及び後熟 
発芽試験に供する種子は、東郷池に自生するセキ

ショウモの種子を用いた。2016 年 10 月、湖内東岸に

生育するセキショウモから 15cm 程度まで成長した

果実を採取した。この時点で果実内の種子は緑色で

成熟していないことから、採取した果実は実験室内

に持ち帰り、前処理として水槽内で約 3 か月間後熟

した。後熟には水を入れた水槽に果実を入れ、常時エ

アレーションを行いながら室温下で放置し、果実が

弾け褐色に着色した種子を発芽試験に供した（図 1）。 
 

2.2 段階温度法（Gradually increasing and 
decreasing temperature method, GT 法）による発芽

試験 
まず、休眠及び発芽温度反応のスクリーニングを

行うために段階温度法(8) による発芽試験を行った。

段階温度法は温度を段階的に昇温させる系（IT 系）

及び下降させる系（DT 系）にて実施した。蒸留水を

入れたビーカーに後熟が終了した種子を 30 個入れ

図 1 後熟中のセキショウモの果実と種子 

※目盛：1mm 
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（n=3）、温度プログラムを設定したインキュベータ

内に暗条件で静置した。IT 系では 4, 8, 12,16, 20, 24, 
28, 32, 36℃で、DT 系では 36, 32, 28, 24, 20, 16, 12, 8, 
4℃と段階的に温度を変化させ（表 1）、毎日発芽の

有無を確認した。なお、種子から 1mm 以上の芽が伸

長したものを発芽したものとして計数した。 
 

 
 

2.3 一定温度による発芽試験 
発芽試験に用いる種子は、後熟させた種子を蒸留

水に浸漬し、水温約 4℃（1 ヶ月）で低温処理を行っ

た。蒸留水を入れたビーカーに低温処理を行った種

子を 30 個入れ（n=3）、温度をそれぞれ 16, 18, 20, 
22℃に設定したインキュベータ内に暗条件で静置し、

毎日発芽の有無を確認した。なお、段階温度法と同様

に種子から 1mm 以上の芽が伸長したものを発芽し

たものとして計数した。 
 
 

3．結果及び考察 

3.1 段階温度法による発芽試験 
IT 系では、初期温度水温を 4℃から段階的に上昇

させ、28℃までは発芽が見られなかった。32℃で最

初の発芽を確認したが、最終発芽率は 0.07±0.03 とほ

とんど発芽が見られなかった。DT 系では、初期温度

を 36℃から段階的に下降させ、最終温度 4℃に至る

まで全く発芽は見られなかった（図 2）。 
GT 法は、温帯地方の春季及び秋季の温度変化の期

間を短縮してシミュレートするもので、日本のよう

な温帯地域の植物の種子は発芽のタイミングをはか

るような休眠・発芽特性を持っているので、これによ

り種特有の生理的特徴を顕在化することができる(9)。

セキショウモの種子では、採取・後熟直後の平均最終

発芽率は IT 系 0.07±0.03、DT 系で 0.00±0.00 とほと

んど発芽しないことから、種子は一次休眠の状態に

あると考えられる。 
 

3.2  一定温度による発芽試験 
一般的な植物種子の休眠解除を行う方法として、

①低温域や高温域への暴露による休眠解除、②交代

温度による休眠解除、③高温による硬皮休眠の解除、

④化学物質による休眠解除が挙げられる(9)。この内、

低温での休眠解除は春に選択的に発芽する種子の性

質として知られている(9)。野外おいて、セキショウモ

は春季に発芽することから、低温暴露による休眠解

除の可能性があると考えられる。しかし、GT 法によ

る発芽試験の結果では、IT 系において、約 1 週間程

度の低温（4℃）に暴露されているにも関わらず発芽

率が低いことから、セキショウモの種子は比較的短

期間の低温処理では休眠が解除されない特徴がある

と考えられる。そこで、発芽試験に供する種子は、鷲

谷（1997）が行った発芽試験(10)に準じて 4℃で 1 ケ

月の低温処理を行った。 
各試験区（16, 18, 20, 22℃）の最終発芽率は、それ

ぞれ0.03±0.00, 0.77±0.13, 0.69±0.04, 0.83±0.10となり、

16℃ではほとんど発芽しないのに対して、18℃以上

では概ね 7 割以上の高い発芽率となった。これらの

結果から、セキショウモの種子は水中で比較的長期

間の低温に晒されることによって休眠が解除され、

その後約 18℃以上の水温になると発芽が誘導される

ことが明らかとなった。東郷池では 4 月上旬から中

旬にかけて水温が約 18℃に達することから、現地で

は同時期に発芽しているものと考えられる。 

図 2 段階温度法（GT 法）による発芽試験 
※発芽率：平均値 ± S.D. 
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表 1 段階温度法（GT 法）の温度条件 

IT系

温度（℃） 4 8 12 16 20 24 28 32 36
日数（日） 8 5 4 3 2 2 2 2 2

DT系
温度（℃） 36 32 28 24 20 16 12 8 4
日数（日） 2 2 2 2 2 3 4 5 8
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4 さいごに 

生育地で生産された種子は、その後湖底に散布さ

れ、土壌シードバンクとして供給される。しかし、種

子は長さ 3~4mm 程度と非常に小さいことから、波浪

などで容易に生育地の外へ流出する可能性があり、

周辺の浅場や沖合の水深が深い場所などへ種子が流

出することが考えられる。流出した種子は、周辺の浅

場などの生育条件を満たしている場所に着底して発

芽に成功する場合は、新たな生育場所の創生が期待

できる。その一方で、生育環境として適さない場所へ

着底した場合、無効な種子散布となる可能性が考え

られる。発芽試験では暗条件で発芽していることか

ら、発芽自体には光は必須条件ではなく、水温条件が

整えば発芽できると考えられる。その場合、発芽した

としてもその後の生育ができず、実生の定着に至る

ことのない発芽となり土壌シードバンクから種子を

失わせる要因(11)となってしまうと考えられる。また、

種子分散によってどのように分布域が拡大していく

かは大変興味深く、今後の研究が期待される。 
 

5 まとめ 

東郷池で採取されたセキショウモの種子を用いて、

段階温度法及び一定温度の発芽試験によって発芽条

件の検討を行った。 
１）生産直後の種子はほとんど発芽することができ

ず、種子は一次休眠の状態になっていることが考

えられる。 
２）休眠種子は低温（4℃）に 1 ヶ月晒されることに

より、休眠が解除されると考えられる。 
３）休眠解除された種子は、18℃以上の環境下におい

て、概ね約 7 割以上の発芽率で発芽できると考え

られる。 
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Germination Characteristics of Vallisneria asiatica Miki 
 

Akihiro MAEDA, Akihiro MORI 
 

Abstract 
 We investigated the germination characteristics of Vallisneria asiatica Miki for conservation 

purposes since it has recently become endangered throughout Japan. In this study, we gradually yet 
methodically increased and decreased the temperature of the seeds. As a result, it became clear that 
the seeds just after production seemed to be in primary dormancy. Furthermore, we show that 
dormancy breaking occurred after exposing the seeds to a low temperature of 4 °C for 1 month; 
germination in more than approximately 70% of the seeds was enabled by exposing the seeds to 18 °C 
or higher after low temperature exposure. 


